
の児童が、昔の人々の暮らしを体験することを目的に、

さまざまな古代体験を行いました。

＜児童の感想＞

黒曜石製の石器で紙や野菜を切る体験をしま した。

＜児童の感想＞

舞錐（まいぎり）法という方法で、火起こし体験をしました。

＜児童の感想＞

＜児童の感想＞
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＜先生方の感想＞

縄文土器、弥生土器、須恵器の３種類の土器片を完形土器と見
比べて分類する体験をしました。

特徴がわかるとなんとか分類することができた。講師の先生が、
一瞬で分類することができていてすごかった。

黒曜石がツヤツヤ・キラキラしていてかっこよかった。思ったより
も切れ味がよくてびっくりしたけど、これで動物の肉とか魚とか
を切ったりするのは大変じゃないのかなと思った。

かなり一生懸命頑張ったつもりだったんだけど、結局火をつけ
ることができなかった。すごく難しかったけど楽しかった。もう一
回挑戦したい。

埋蔵文化財センターの仕事についての話を聞き、展示室の見学
をしました。

埋蔵文化財センターの職員さんがこんな仕事をしているなんて
知らなかった。こうやって文化財が守られているんだなと知れて
良かった。

体験的に歴史学習することによって、児童の興味関心を高めることができました。歴史学習の導入
にぴったりだと感じました。ありがとうございました。
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土器の分類体験

火起こし体験
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